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ヨ
ナ
ハ
産
婦
人
科
小
児
科
病
院
は
、令
和
３
年

秋
開
院
予
定
の
病
院
統
合
・
新
築
移
転
を
機
に
、

医
療
的
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
へ
の
対
応
を
強
化
す
る

計
画
を
持
つ
。「
当
院
は
桑
員
区
域
の
約
半
数
の

分
娩
を
受
け
持
ち
ま
す
。そ
の
機
能
を
維
持
し
つ

つ
、新
病
院
で
は
可
能
な
範
囲
で
、医
療
的
リ
ス

ク
の
あ
る
妊
娠
・
分
娩
に
も
対
応
し
て
い
く
計
画

で
す
。た
だ
、1.5
㎏
以
下
の
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
に
つ

い
て
は
、新
生
児
集
中
治
療
機
能
を
持
つ
病
院

に
お
任
せ
し
ま
す
が
、退
院
後
は
当
院
で
引
き
受

け
、地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
に
、脳
性
ま
ひ

障
害
の
改
善
や
発
達
支
援
、就
学
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た
新
体

制
は
手
厚
い
ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
を
要
す
る
た
め
、

医
師
主
導
で
は
で
き
ま
せ
ん
。看
護
師
を
は
じ
め

と
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、妊

娠
か
ら
子
育
て
ま
で
を
継
続
し
て
支
え
る
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
」（
松
田
）。

　

松
田
が
子
育
て
支
援
に
着
目
す
る
背
景
に

●
松
田
医
師
は
胎
児
生
理
学
、周
産
期
新

生
児
医
学
、乳
幼
児
の
発
達
支
援・就
学
支

援
を
専
門
と
す
る
医
学
研
究
者
。平
成
6

年
か
ら
北
海
道
大
学
病
院
周
産
母
子
セ
ン

タ
ー
、平
成
15
年
か
ら
東
北
大
学
病
院
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
臨
床
と
研

究
に
従
事
。国
内
外
の
研
究
者
と
共
同
研

究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、人
工
胎
盤
シ
ス
テ

ム
の
開
発
な
ど
新
生
児
の
命
を
救
う
た
め

の
先
端
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。平
成
29

年
八
戸
市
立
市
民
病
院
新
生
児
集
中
治
療

セ
ン
タ
ー
を
経
て
、平
成
31
年
よ
り
現
職
。

C O L U M Nは
、小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
育
て
に
く
い

と
い
う
理
由
が
あ
る
。小
さ
い
が
ゆ
え
に
障
害
や

病
気
を
持
ち
や
す
く
、父
母
は
大
き
な
不
安
や

苦
悩
を
抱
え
な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
家
族
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
を
結
び
、切
れ
目
な

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
松
田
は

言
う
。「
社
会
的
・
医
療
的
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、

安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
る
よ
う
な
環
境
。

そ
し
て
、出
産
後
も
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が

ら
、安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
体
制
を
作
り
た

い
。そ
こ
ま
で
の
大
き
な
視
野
を
持
ち
、新
し
い

周
産
期
医
療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
」と
、新
病
院
で
の
展
開
に
情
熱
を
燃
や
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、医
師
を

は
じ
め
と
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
獲
得
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
は
あ
る
。し
か
し
今
、同
院
で
は
看
護

師
を
中
心
に
意
識
改
革
が
進
み
、新
生
児
看
護

の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、母
子
支
援
の

新
た
な
拠
点
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
胎
動
し

て
い
る
。こ
の
地
域
に
、新
し
い
周
産
期
医
療
体

制
が
生
ま
れ
る
日
は
、も
う
す
ぐ
だ
。

　

妊
婦
の
な
か
に
は
、子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
て

い
く
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
が
い
る
。た
と
え
ば
、経
済
的
な
問
題
、望

ま
な
い
妊
娠
、薬
物
依
存
、夫
の
暴
力
、シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
、う
つ・不
安
障
害
と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

（
心
の
健
康
）上
の
問
題
な
ど
。そ
う
し
た
困
難

な
事
情
は
、妊
産
婦
の
自
殺
、産
後
の
児
童
虐
待

に
も
繋
が
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
難
し
い
課
題
に
真

正
面
か
ら
挑
み
、社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
を
持
つ
妊

婦
に
寄
り
添
い
、サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
取
り
組
み

が
、ヨ
ナ
ハ
産
婦
人
科
小
児
科
病
院
で
始
ま
っ
た
。

　

支
援
の
入
り
口
は
、外
来
受
診
で
あ
る
。通
常
の

産
科
医
に
よ
る
問
診
に
加
え
、保
健
師
が
妊
婦
一
人

ひ
と
り
に
面
談
し
、悩
み
や
不
安
、生
活
状
況
を
聞
い

て
い
く
。保
健
師
は
相
手
の
表
情
や
話
し
方
に
も
細

心
の
注
意
を
払
い
、何
か
社
会
的
な
リ
ス
ク
が
潜
ん
で

い
な
い
か
を
探
る
。そ
う
し
て
支
援
が
必
要
と
判
断

し
た
妊
婦
、あ
る
い
は
特
定
妊
婦（
※
）と
判
定
さ
れ

る
人
を
探
し
出
し
、月
1
回
開
催
す
る〈
周
産
期
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス・子
育
て
支
援
会
議
〉で
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

情
報
を
共
有
。妊
娠
中
は
も
ち
ろ
ん
、出
産
、子
育
て

期
ま
で
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
作

戦
を
立
て
る
。会
議
に
集
ま
る
の
は
、同
院
の
産
科

医
、新
生
児
科
医
、保
健
師
、看
護
師
、助
産
師
、医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、医
事
課
ス
タ
ッフ
と
多
彩
な

顔
ぶ
れ
だ
。必
要
に
応
じ
て
外
部
の
保
健
所
、自
治

体
、児
童
相
談
所
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

誰もが安心して産み、
育てられる地域を作る。

社会的・医療的問題を持つ妊婦にアプローチし、
妊娠、出産、子育てまで途切れなく支援していく。

地
域
の
社
会
資
源
も
フ
ル
に
活
用
し
、産
前・産
後
、

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
支
え
て
い
く
と
い
う
。

　

こ
の
画
期
的
な
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、

平
成
31
年
４
月
、同
院
に
赴
任
し
た
周
産
期
新
生

児
小
児
科
部
長（
三
重
大
学
周
産
期
新
生
児
発

達
医
学
講
座
教
授
）の
松
田 

直
医
師
だ
。「
一
般

の
産
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
で
あ
れ
ば
、安
全
な
お
産

を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、私
た
ち
ヨ
ナ
ハ
に
は

も
う
少
し
上
の
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。す
な
わ
ち
、ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
へ
の
対
応
で

す
。リ
ス
ク
に
は
医
療
と
社
会
の
両
面
が
あ
り
ま

す
が
、社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
は
な
か
な
か
表
に
現
れ

ま
せ
ん
。そ
こ
の
部
分
を
私
た
ち
が
率
先
し
て
す
く

い
上
げ
、支
援
の
必
要
な
妊
産
婦
を
支
え
る
た
め

に
、地
域
の
医
療
資
源
・
社
会
資
源
の
有
機
的
な

連
携
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

※
児
童
福
祉
法
で
、支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
の
こ
と
。

社
会
的
困
難
を
抱
え
た

妊
産
婦
を
救
え
。
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新
病
院
に
移
転
後
は
、さ
ら
に

周
産
期
医
療
体
制
を
進
化
さ
せ
る
。
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B A C K  S T A G E

●日本では医学の進歩とともに、
小さく生まれる赤ちゃんの救命
率は飛躍的に上昇している。しか
し、それに伴い、障害や疾患を持
つ赤ちゃんも増加し、産後の支
援体制が課題となっている。一方
で、社会的困難を持つ妊産婦も
増加しており、こちらも子育て期ま
での長期の支援が求められる。
妊産婦を取り巻くこうした問題
は、病院だけでは解決できない。
地域の医療資源・社会資源を有
機的に活用したトータルな支援
が必要だろう。

新生児の命を救うだけでなく
子育てを支援していく必要性。

周産期医療（ヨナハ産婦人科小児科病院）
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03  最新NEWS
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05  地域医療事情
06  地域とともに／ヨナハでは
07  新病院COUNTDOWN 2021

ヨナハ

尚徳会の広報誌『ヨナハ丘の上通信』が誕生しました。令和3年・秋の新病院開院を見据えて、地域の皆さん、連携機関の皆さ
んに、地域を見つめる私たちの想いを届けたいと願っています。今後は広報誌と連動したスマホ対応の情報サイトや大型モニ
ターによる情報発信も展開予定です。尚徳会の新たな取り組みにご期待ください。

誰もが安心して産み、
育てられる地域を作る。
周産期医療（ヨナハ産婦人科小児科病院）

院長メッセージ

中日新聞リンクト vol.33 タイアップ

　医療法人尚徳会では現在、令和3年（2021年）秋の開院を目標に新病院

の建設を進めています。これを受け、当誌においても、開院までの期間、皆さん

に新病院に関するさまざまな情報をお届けしたいと思います。

　第1弾となる今号のテーマは、「なぜ新病院が必要なのか」です。そもそもこ

の新病院計画では、ヨナハ総合病院とヨナハ産婦人科小児科病院を統合・

強化し、桑名インター近くの高台に新築移転させます。移転が必要な理由は主

に２つ。１つ目は建物が老朽化し、手狭になったことです。当法人が、今後さらに

機能を高め、地域を支えていくためには、より機能的な新しい建物が不可欠で

す。２つ目は、災害対策の問題です。大規模災害が発生した際でも、病院は地

域の皆さんのライフラインとして機能し続けなければなりません。しかし、現在２

病院があるのは海抜１m以下の場所。これでは、いざという時に病院機能が麻

痺してしまうため、より高い場所に移転する必要がありました。

　こうした背景のもと、今まさに、念願の新病院建設が進んでいるのです。

理事長
鈴木賢二

COUNT
D O W N 

2021

〒511-0838 三重県桑名市和泉八丁目264-3　
TEL 0594-23-2415（代） 　https://www.yonaha.jp/

医療法人 尚徳会

● 湯の山介護老人保健施設
● ヨナハ在宅ケアセンター
● ヨナハ在宅ケアセンター星見ヶ丘

● ヨナハ総合病院
● ヨナハ産婦人科小児科病院
● ヨナハ介護老人保健施設

2021年・秋の開院をめざし
新病院建設が始まりました！

地域の高齢化を視野に置いた、
法人改革の中心となる施設です。

当法人があることで、
安心して暮らすことができる。
そんな存在をめざしています。

▲造成工事も着 と々進行中

　当法人は、昭和50年に産婦人科病

院として誕生して以来、常に地域に必

要な医療を見つめ、現在の姿まで成長

してきました。

　しかし、今、地域が高齢化するなか

で、さらなる進化の必要性を感じていま

す。具体的には、安心の基盤となる救

急医療機能や、地域で頻発する疾患

についての診療機能を高めていかなけ

ればなりません。また、在宅療養に対す

る支援機能や、地域全体で高齢者を

守るための医療・介護・福祉を含めた

ネットワーク作りも必要です。

　今回の新病院開設は、そういった法

人改革の核になるものです。今後は、

新病院を中心に、強みである周産期

医療機能や、法人が持つ在宅関連事

業所の機能も高めながら、「新生児か

ら高齢者までが安心して暮らせる地域

作り」の一翼を担えるよう、職員一丸と

なって取り組んでまいります。

COUNTDOWN MESSAGE

07
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ち
ゃ
ん
が
育
て
に
く
い

と
い
う
理
由
が
あ
る
。小
さ
い
が
ゆ
え
に
障
害
や

病
気
を
持
ち
や
す
く
、父
母
は
大
き
な
不
安
や

苦
悩
を
抱
え
な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
家
族
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
を
結
び
、切
れ
目
な

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
松
田
は

言
う
。「
社
会
的
・
医
療
的
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、

安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
る
よ
う
な
環
境
。

そ
し
て
、出
産
後
も
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が

ら
、安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
体
制
を
作
り
た

い
。そ
こ
ま
で
の
大
き
な
視
野
を
持
ち
、新
し
い

周
産
期
医
療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
」と
、新
病
院
で
の
展
開
に
情
熱
を
燃
や
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、医
師
を

は
じ
め
と
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
獲
得
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
は
あ
る
。し
か
し
今
、同
院
で
は
看
護

師
を
中
心
に
意
識
改
革
が
進
み
、新
生
児
看
護

の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、母
子
支
援
の

新
た
な
拠
点
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
胎
動
し

て
い
る
。こ
の
地
域
に
、新
し
い
周
産
期
医
療
体

制
が
生
ま
れ
る
日
は
、も
う
す
ぐ
だ
。

　

妊
婦
の
な
か
に
は
、子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
て

い
く
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
が
い
る
。た
と
え
ば
、経
済
的
な
問
題
、望

ま
な
い
妊
娠
、薬
物
依
存
、夫
の
暴
力
、シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
、う
つ・不
安
障
害
と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

（
心
の
健
康
）上
の
問
題
な
ど
。そ
う
し
た
困
難

な
事
情
は
、妊
産
婦
の
自
殺
、産
後
の
児
童
虐
待

に
も
繋
が
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
難
し
い
課
題
に
真

正
面
か
ら
挑
み
、社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
を
持
つ
妊

婦
に
寄
り
添
い
、サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
取
り
組
み

が
、ヨ
ナ
ハ
産
婦
人
科
小
児
科
病
院
で
始
ま
っ
た
。

　

支
援
の
入
り
口
は
、外
来
受
診
で
あ
る
。通
常
の

産
科
医
に
よ
る
問
診
に
加
え
、保
健
師
が
妊
婦
一
人

ひ
と
り
に
面
談
し
、悩
み
や
不
安
、生
活
状
況
を
聞
い

て
い
く
。保
健
師
は
相
手
の
表
情
や
話
し
方
に
も
細

心
の
注
意
を
払
い
、何
か
社
会
的
な
リ
ス
ク
が
潜
ん
で

い
な
い
か
を
探
る
。そ
う
し
て
支
援
が
必
要
と
判
断

し
た
妊
婦
、あ
る
い
は
特
定
妊
婦（
※
）と
判
定
さ
れ

る
人
を
探
し
出
し
、月
1
回
開
催
す
る〈
周
産
期
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス・子
育
て
支
援
会
議
〉で
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が

情
報
を
共
有
。妊
娠
中
は
も
ち
ろ
ん
、出
産
、子
育
て

期
ま
で
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
作

戦
を
立
て
る
。会
議
に
集
ま
る
の
は
、同
院
の
産
科

医
、新
生
児
科
医
、保
健
師
、看
護
師
、助
産
師
、医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、医
事
課
ス
タ
ッフ
と
多
彩
な

顔
ぶ
れ
だ
。必
要
に
応
じ
て
外
部
の
保
健
所
、自
治

体
、児
童
相
談
所
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

誰もが安心して産み、
育てられる地域を作る。

社会的・医療的問題を持つ妊婦にアプローチし、
妊娠、出産、子育てまで途切れなく支援していく。

地
域
の
社
会
資
源
も
フ
ル
に
活
用
し
、産
前・産
後
、

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
支
え
て
い
く
と
い
う
。

　

こ
の
画
期
的
な
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、

平
成
31
年
４
月
、同
院
に
赴
任
し
た
周
産
期
新
生

児
小
児
科
部
長（
三
重
大
学
周
産
期
新
生
児
発

達
医
学
講
座
教
授
）の
松
田 

直
医
師
だ
。「
一
般

の
産
婦
人
科
ク
リ
ニッ
ク
で
あ
れ
ば
、安
全
な
お
産

を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、私
た
ち
ヨ
ナ
ハ
に
は

も
う
少
し
上
の
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。す
な
わ
ち
、ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
へ
の
対
応
で

す
。リ
ス
ク
に
は
医
療
と
社
会
の
両
面
が
あ
り
ま

す
が
、社
会
的
ハ
イ
リ
ス
ク
は
な
か
な
か
表
に
現
れ

ま
せ
ん
。そ
こ
の
部
分
を
私
た
ち
が
率
先
し
て
す
く

い
上
げ
、支
援
の
必
要
な
妊
産
婦
を
支
え
る
た
め

に
、地
域
の
医
療
資
源
・
社
会
資
源
の
有
機
的
な

連
携
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

※
児
童
福
祉
法
で
、支
援
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
の
こ
と
。

社
会
的
困
難
を
抱
え
た

妊
産
婦
を
救
え
。
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新
病
院
に
移
転
後
は
、さ
ら
に

周
産
期
医
療
体
制
を
進
化
さ
せ
る
。
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B A C K  S T A G E

●日本では医学の進歩とともに、
小さく生まれる赤ちゃんの救命
率は飛躍的に上昇している。しか
し、それに伴い、障害や疾患を持
つ赤ちゃんも増加し、産後の支
援体制が課題となっている。一方
で、社会的困難を持つ妊産婦も
増加しており、こちらも子育て期ま
での長期の支援が求められる。
妊産婦を取り巻くこうした問題
は、病院だけでは解決できない。
地域の医療資源・社会資源を有
機的に活用したトータルな支援
が必要だろう。

新生児の命を救うだけでなく
子育てを支援していく必要性。

周産期医療（ヨナハ産婦人科小児科病院）
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ヨナハ

尚徳会の広報誌『ヨナハ丘の上通信』が誕生しました。令和3年・秋の新病院開院を見据えて、地域の皆さん、連携機関の皆さ
んに、地域を見つめる私たちの想いを届けたいと願っています。今後は広報誌と連動したスマホ対応の情報サイトや大型モニ
ターによる情報発信も展開予定です。尚徳会の新たな取り組みにご期待ください。

誰もが安心して産み、
育てられる地域を作る。
周産期医療（ヨナハ産婦人科小児科病院）

院長メッセージ

中日新聞リンクト vol.33 タイアップ

　医療法人尚徳会では現在、令和3年（2021年）秋の開院を目標に新病院

の建設を進めています。これを受け、当誌においても、開院までの期間、皆さん

に新病院に関するさまざまな情報をお届けしたいと思います。

　第1弾となる今号のテーマは、「なぜ新病院が必要なのか」です。そもそもこ

の新病院計画では、ヨナハ総合病院とヨナハ産婦人科小児科病院を統合・

強化し、桑名インター近くの高台に新築移転させます。移転が必要な理由は主

に２つ。１つ目は建物が老朽化し、手狭になったことです。当法人が、今後さらに

機能を高め、地域を支えていくためには、より機能的な新しい建物が不可欠で

す。２つ目は、災害対策の問題です。大規模災害が発生した際でも、病院は地

域の皆さんのライフラインとして機能し続けなければなりません。しかし、現在２

病院があるのは海抜１m以下の場所。これでは、いざという時に病院機能が麻

痺してしまうため、より高い場所に移転する必要がありました。

　こうした背景のもと、今まさに、念願の新病院建設が進んでいるのです。

理事長
鈴木賢二

COUNT
D O W N 

2021

〒511-0838 三重県桑名市和泉八丁目264-3　
TEL 0594-23-2415（代） 　https://www.yonaha.jp/

医療法人 尚徳会

● 湯の山介護老人保健施設
● ヨナハ在宅ケアセンター
● ヨナハ在宅ケアセンター星見ヶ丘

● ヨナハ総合病院
● ヨナハ産婦人科小児科病院
● ヨナハ介護老人保健施設

2021年・秋の開院をめざし
新病院建設が始まりました！

地域の高齢化を視野に置いた、
法人改革の中心となる施設です。

当法人があることで、
安心して暮らすことができる。
そんな存在をめざしています。

▲造成工事も着 と々進行中

　当法人は、昭和50年に産婦人科病

院として誕生して以来、常に地域に必

要な医療を見つめ、現在の姿まで成長

してきました。

　しかし、今、地域が高齢化するなか

で、さらなる進化の必要性を感じていま

す。具体的には、安心の基盤となる救

急医療機能や、地域で頻発する疾患

についての診療機能を高めていかなけ

ればなりません。また、在宅療養に対す

る支援機能や、地域全体で高齢者を

守るための医療・介護・福祉を含めた

ネットワーク作りも必要です。

　今回の新病院開設は、そういった法

人改革の核になるものです。今後は、

新病院を中心に、強みである周産期

医療機能や、法人が持つ在宅関連事

業所の機能も高めながら、「新生児か

ら高齢者までが安心して暮らせる地域

作り」の一翼を担えるよう、職員一丸と

なって取り組んでまいります。

COUNTDOWN MESSAGE
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